
第
三
十
五
回

卒
業
式
の
ご
案
内

桜
の
普
も
膨
ら
み
、
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
候
と
な
り
ま
し
た

。

ぴ
中
・
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
で
は
左
記
の
通
り
第
三
十
五
回
卒
業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す

。

九
十
六
名
の
卒
業
生
の
巣
、
立
ち
を
と
も
に
祝
福
し
、
励
ま
し
、
意
義
の
あ
る
式
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す

。

用
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
’
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜

ご
ク
タ

平
成
二
十
七
年
三
月
吉
日

江
戸
川
区
、
立
西
葛
西
小
学
校
長

山
下

靖
主性

永
賓
各
位

戸
〕

，

J
Z世

・同副H・蘭．

、

日
時

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

（
火
）
閉
式
午
前
十
時

占

－咽‘
、

場
所

本
校
体
育
館

＊
裁
に
恐
縮
で
す
が
、
当
日
午
前
九
時
四
十
分
ま
で
に
ご
求
校
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
永
賓
受
付
は
「
求
玄
関
」
に
て
行
い
ま
す

。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。


